
春国岱
しゅんくにたい

原生
げんせい

野鳥
やちょう

公園
こうえん

 2008 年 8・9 月

8～9 月ころ、干
ひ

潟
がた

や砂
すな

浜
はま

に、長
なが

い

くちばしと長
なが

い足
あし

をしたシギの仲
なか

間
ま

がやって来
き

ます。その中
なか

に、くち

ばしが下
した

に曲
ま

がったシギがいます。

干
ひ

潟
がた

を歩
ある

きまわりながら、干
ひ

潟
がた

にあ

いた穴
あな

に長
なが

いくちばしをさし込
こ

み

ます。 

チュウシャクシギのくちばしは、穴
あな

の中
なか

からうまくカニやゴカイを引
ひ

っぱり出
だ

して食
た

べるのに、都
つ

合
ごう

がい

いように、曲
ま

がっているのです。

チュウシャクシギ  
 英名：Whimbrel  学名：Numenius phaeopus 

 春
しゅん

国
くに

岱
たい

・風
ふう

蓮
れん

湖
こ

ではこれまでに 310種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

の野
や

鳥
ちょう

が観
かん

察
さつ

されていま

す。その多
おお

くが渡
わた

りをする鳥
とり

です。渡
わた

り鳥
どり

は、夏
なつ

鳥
どり

（日
に

本
ほん

で夏
なつ

を過
す

ごす鳥
とり

。

ふつう日
に

本
ほん

で子
こ

育
そだ

てをする）、冬
ふゆ

鳥
どり

（日
に

本
ほん

で冬
ふゆ

を過
す

ごす鳥
とり

）、旅
たび

鳥
どり

（シベリ

アなどで子
こ

育
そだ

てをして東
とう

南
なん

アジアなどで冬
ふゆ

を過
す

ごすため、日
に

本
ほん

を通
つう

過
か

する

時
とき

に立
た

ちよる鳥
とり

）の 3 つに分
わ

かれます。上
うえ

で紹
しょう

介
かい

したチュウシャクシギな

どのシギやチドリの仲
なか

間
ま

の多
おお

くが旅
たび

鳥
どり

です。春
しゅん

国
くに

岱
たい

では、これまでに 50種
しゅ

類
るい

くらいシギ･チドリの仲
なか

間
ま

が観
かん

察
さつ

されています。8 月になると越
えっ

冬
とう

地
ち

へ向
む

かう途
と

中
ちゅう

に、栄
えい

養
よう

補
ほ

給
きゅう

と休
きゅう

憩
けい

のために、たくさんのシギ・チドリの仲
なか

間
ま

が風
ふう

蓮
れん

湖
こ

・春
しゅん

国
くに

岱
たい

にやってきます。ここで、たくさんのエサを食
た

べ、安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

で休
やす

みながら、次
つぎ

の旅
たび

の準
じゅん

備
び

をします。東
とう

南
なん

アジアやオーストラリ

アへの何
なん

千
ぜん

キロもある長
なが

い旅
たび

を無
ぶ

事
じ

に終
お

わるためには、風
ふう

蓮
れん

湖
こ

・春
しゅん

国
くに

岱
たい

の

ような中
ちゅう

継
けい

地
ち

がとても大
たい

切
せつ

な役
やく

割
わり

をしています。

ネイチャーセンター日記 
コチドリ 

繁殖地
はんしょくち

中継地
ちゅうけいち

越冬地
えっとうち

 



 

７月２６日（日）ネイチャーセンターの観察会
かんさつかい

「海
うみ

の生
い

きものを見
み

つけにいこう①」を開催
かいさい

しました。この日
ひ

の干潮
かんちょう

時間
じ か ん

は 13：03、干潮
かんちょう

時間
じ か ん

に合
あ

わせて 13：00 からはじめました。

ネイチャーセンター前
まえ

の干
ひ

潟
がた

に行
い

き、浅
あさ

瀬
せ

を見
み

ると思
おも

いのほか風
かぜ

が強
つよ

く、波
なみ

立
だ

っていまし

た。「今
きょ

日
う

はどんな生
い

きものが見
み

つかるかなぁ」ドキドキしながらみんなで水
みず

辺
べ

に網
あみ

をいれる

と・・・直
ちょっ

径
けい

１ｃｍくらいの真
ま

ん丸
まる

い透
とう

明
めい

のものが網
あみ

に入
はい

ってきました。「卵
たまご

かな？」とり

あえずバケツにいれ、また他
ほか

の生
い

きものをさがしにいきました。はじめのうちは、なかなか生
い

きものが捕
つか

まりませんでしたが、「なるべく水
みず

の底
そこ

のほうをすくってみよう」「水
みず

草
くさ

の中
なか

や石
いし

の

かげにかくれているよ」とだんだんと工
く

夫
ふう

しながら探
さが

していくと、カレイやギンポ、カジカ

の稚
ち

魚
ぎょ

やスジエビ、ヘラムシなど、いろいろな生
い

きものが見
み

つかる 

ようになりました。 

捕
つか

まえた生
い

きものをネイチャーセンターに持
も

ち帰
かえ

り、白
しろ

いトレー 

に移
うつ

して、観
かん

察
さつ

とスケッチを始
はじ

めたところ、卵
たまご

だと思
おも

っていたもの 

に細
ほそ

い足
あし

がはえていることに気
き

がつきました。なんと卵
たまご

だと思
おも

って 

いたものは、小
ちい

さなクラゲだったのです。 

最
さい

後
ご

にネイチャーセンターの水
すい

槽
そう

に生
い

きものをいれて、みんなの 

スケッチを貼
は

って活
かつ

動
どう

を終
お

わりました。また来
らい

月
げつ

、８月
がつ

１６日
にち

に２回
かい

目
め

の観
かん

察
さつ

会
かい

を行
おこな

う予
よ

定
てい

で

す。今
こん

度
ど

は何
なに

がつかまるでしょうか？？ 

 ネイチャーセンターからのお知らせ 

ボランティアの活動と募集 

海の生きものを見つけにいこう①を開催 

■フィールドボランティア募集中■

【 お問合せ 】電話 0153－25－3047 

■春国岱午後のなかよしコンサート■

６月２２日（日）ネイチャーセンターで亀工房さ

んを招いてコンサートを開催しました。春国岱の

風景をバックにハンマーダルシアとギターによ

る懐かしくやさしい音楽を聴き、春国岱の自然を

満喫しました。コンサートは、ボランティアグル

ープ「スンク」が主催で行いました。 

春国岱では、野鳥や自然の調査や観察会などを

行うボランティアスタッフを募集しています。

いつからでも、経験がなくても始められますの

で、気軽にお問合せください。 

■ 対象：高校生以上 

■ 保険料：300 円（年間）が必要となります。

ネイチャーセンターの展示がリニューアル！
～シマフクロウになって写真

しゃしん

を撮
と

ろう！～ 

ネイチャーセンターの展示
てん じ

に 新
あたら

し

く「顔出
かお だ

しシマフクロウ」増
ふ

えます！

シマフクロウに変身
へんしん

だぁ！ 

ネイチャーセンター 
～さえずり屋

や

 近
きん

日
じつ

開
かい

店
てん

～ 

春
しゅん

国
くに

岱
たい

や根
ね

室
むろ

の鳥
とり

の声
こえ

を調
しら

べ

よう！その場
ば

で鳥
とり

の声
こえ

が聞
き

け

るコーナーがオープンします。



 

国道 44 号線 

オホーツク海

風蓮湖 

春国岱 

←駐車場 

↓釧路 根室↓ 

休憩舎 

←駐車場

干潟(干潮時) 

オオジュリン

タンチョウ

エゾシカ

オオセグロカモメ 

ウミネコ

オジロワシ ヒバリ

自然情報 * ８・９月 * 

8 月に入ると、秋のけはいが感じられるようになります。 

風蓮湖には、シギやチドリの仲間があつまるようになります。 

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ 

展望台 

小鳥の小道

ヒバリｺｰｽ

アカエゾマツｺｰｽ

キタキツネｺｰｽ 

ハマナスｺｰｽ 

ミヤコドリ

アオジ

☆キタキツネ コース☆ 

アリスイ 

 春国岱では、これまでに 7 種類 

のキツツキが確認されています。 

その中でもアリスイは独特な模様 

で爬虫類のような姿をしています。 

枯れた木が多いところに、大好物 

のアリを食べにきます。 

☆☆ ８･９月のいきもの ☆☆ 

～野鳥～  □ｱｵｻｷﾞ □ｵｵﾊｸﾁｮｳ □ﾏｶﾞﾓ □ｺｶﾞﾓ □ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ □ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ □ﾄﾋﾞ □ｵｼﾞﾛﾜｼ □ﾉｽﾘ

□ﾁｭｳﾋ □ﾀﾝﾁｮｳ □ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ □ﾑﾅｸﾞﾛ □ﾀﾞｲｾﾞﾝ □ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ □ﾄｳﾈﾝ □ﾊﾏｼｷﾞ □ｳｽﾞﾗｼｷﾞ

□ｵﾊﾞｼｷﾞ □ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ □ｷｱｼｼｷﾞ □ｲｿｼｷﾞ □ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ □ｵｵｼﾞｼｷﾞ □ﾕﾘｶﾓﾒ □ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ

□ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ □ﾜｼｶﾓﾒ □ｼﾛｶﾓﾒ □ｳﾐﾈｺ □ｷｼﾞﾊﾞﾄ □ｱﾏﾂﾊﾞﾒ □ｱﾘｽｲ □ｸﾏｹﾞﾗ

□ｱｶｹﾞﾗ □ｵｵｱｶｹﾞﾗ □ｺｹﾞﾗ □ﾋﾊﾞﾘ □ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ □ﾊｸｾｷﾚｲ □ﾋﾞﾝｽﾞｲ □ﾀﾋﾊﾞﾘ □ﾐｿｻｻﾞｲ

□ﾉﾋﾞﾀｷ □ﾉｺﾞﾏ □ﾙﾘﾋﾞﾀｷ □ｳｸﾞｲｽ □ｴｿﾞｾﾝﾆｭｳ □ｼﾏｾﾝﾆｭｳ □ﾏｷﾉｾﾝﾆｭｳ □ｺﾖｼｷﾘ

□ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ □ｷﾋﾞﾀｷ □ｴﾅｶﾞ □ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗ □ﾋｶﾞﾗ □ｼｼﾞｭｳｶﾗ □ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ □ｱｵｼﾞ

□ｵｵｼﾞｭﾘﾝ □ｶﾜﾗﾋﾜ □ﾍﾞﾆﾏｼｺ □ｽｽﾞﾒ □ｺﾑｸﾄﾞﾘ □ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ □ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

～花～  □ｴｿﾞｵｸﾞﾙﾏ □ﾊﾁｼﾞｮｳﾅ □ｼｶｷﾞｸ □ﾉｺｷﾞﾘｿｳ □ｼﾛﾖﾓｷﾞ □ｼｵｶﾞﾏｷﾞｸ □ﾊﾏｼｵﾝ □ｳﾝﾗﾝ

□ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ □ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ □ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ □ｴｿﾞﾐｿﾊｷﾞ □ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ □ｸｻﾌｼﾞ □ｴｿﾞﾂﾙｷﾝﾊﾞｲ

□ﾊﾏﾅｽ □ｴｿﾞﾉｼﾓﾂｹｿｳ □ﾎｻﾞｷｼﾓﾂｹ □ﾅｶﾞﾎﾞﾉｼﾛﾜﾚﾓｺｳ □ﾏﾙﾊﾞﾄｳｷ □ｴｿﾞｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ

□ｱｶﾈﾑｸﾞﾗ □ｴｿﾞﾌｳﾛ □ｴｿﾞｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ □ｷﾂﾘﾌﾈ □ﾉﾘｳﾂｷﾞ □ﾂﾙｷｹﾏﾝ □ｻﾜｷﾞｷｮｳ □ﾐｿﾞｿﾊﾞ

□ｴｿﾞｵﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ □ｴｿﾞﾄﾘｶﾌﾞﾄ □ｻﾗｼﾅｼｮｳﾏ □ﾉﾊﾅｼｮｳﾌﾞ □ｸﾙﾏﾕﾘ □ｵｵｳﾊﾞﾕﾘ 

☆ハマナス・小鳥の小道 コース☆ 

 お花畑 

 休憩舎からその先の砂丘で、秋の初めの花、

エゾリンドウやエゾカワラナデシコなどが満

開になります。 

 小鳥の小道でも、キツリフ 

ネやエゾノシモツケソウ、エ 

ゾフウロなどが咲き、森をに 

ぎやかに彩ってくれます。 

※展望台は、老朽化のため現在利用できません。ご了承ください。 

※センターでは、双眼鏡、野鳥図鑑の無料貸出を行っています。ご利用ください。 

ルリビタキ 

ノビタキ 

ハマナス 

ﾏｶﾞﾓ 

キョウジョシギ 

（シギ･チドリの仲間） 

ノゴマ 

コヨシキリ 

エゾフウロ 

キツリフネ



 

 

 

行 事 名 【観察会】 海の生きものを見つけにいこう ２ 

開催日時 ８月１６日（土） ９：００～１２：００ （集合場所：春国岱ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ） 

内  容 
春
しゅん

国
くに

岱
たい

・風
ふう

蓮
れん

湖
こ

周
しゅう

辺
へん

の海
うみ

は生
い

き物
もの

の宝
たから

箱
ばこ

。潮
しお

のひいた海
かい

岸
がん

で、そっとかくれているサカナの赤
あか

ち

ゃんやカニなどを探
さが

してつかまえます。海
うみ

辺
べ

の生
い

き物
もの

をじっくり観
かん

察
さつ

！ 

持 ち 物 
長靴、着替え（汚れてもよい服装）、帽子、軍手、タオル、あればバケツ、タモ網、 

参加費１００円 

対  象 小学生以上（小学生は保護者同伴といたします）、  定員２０名 

申込方法 1 週間前までに電話か直接春国岱ネイチャーセンターへ 

行 事 名 【講座】風蓮湖・春国岱ﾌｨｰﾙﾄﾞ講座① ～ ﾗﾑｻｰﾙ条約湿地ウトナイ湖を知る、学ぶ ～ 

開催日時 2008 年 8 月 23 日（土）13：00～16：00 ＊雨天決行 

内  容 

風蓮湖・春国岱よりも 14 年早く、全国で４番目にラムサール条約湿地となったウトナイ湖。ここは

ガン類やハクチョウ類など、渡り鳥たちの重要な中継地としても知られたところです。今回はこのウ

トナイ湖の自然やそこでの活動を写真やお話で紹介します。できれば春国岱を歩きながら２つのサイ

トを比べ、共通点や相違点を明らかにしたいと思います。ウトナイ湖野生鳥獣保護センターの中村聡

氏をまねいて、お話をしていただきます。 

持 ち 物 筆記用具、参加費１００円 

対  象 一般（高校生以上）、 定員 30 名 

申込方法 1 週間前までに電話か直接春国岱ネイチャーセンターへ 

【工作】クラフトコーナー ： ７月２６日から８月３１日まで 

自然のものを使って自分で好きな生き物などの作品を作るクラフトコーナーができます。 

開館中はいつでも作れます。いろいろな作品を作ってみてください。 

【展示】第 7 回コニカ ミノルタ・タンチョウ チャリティ フォトコンテスト入賞作品展  

開催期間：８月１日から８月３１日 開館時間中 （観覧：無料） 

    一般の方からご応募いただいたタンチョウの写真の中から選ばれた 15 点の入賞作品を展示します。 

 

 

■ 事前にお申し込みが必要です。 

■ 野外での解説は、学校など自然学習を目的とした団体などに限らせていただきます。

→詳細など、お問合せはネイチャーセンターにご連絡ください。（電話 0153-25-3047）

① 野外解説・自然学習   （～2 時間   ／ ～20 名） 

② 春国岱の自然 （映像）  （15 分～25 分 ／ ～45 名） 

③ 自然クイズラリー    （約 1 時間    ／ ～50 名） 

④ タンチョウ、カモ類に関する学習ゲーム （0.5～2 時間 ／ ～20 名） 

⑤ 施設概要説明      （30 分～2 時間 ／ ～45 名） 

団体の方へ～解説ĪĽĹĖļĵįのご案内～ 

2008．7 発行

■住所■ 〒086-0074 北海道根室市東梅 103 番地 

■電話■ 0153-25-3047  ■FAX■ 0153-25-8570 

■ＨＰ■ http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html 

■メール■ nemu_nc@marimo.or.jp 

■8・9 月の開館時間■ 9：00～17：00 

■8・9 月の休館日■ 8 月 6・13・20・27 日、9 月 3・10・16・17・24・25 日

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター

～メール配信のお願い～ 

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりをﾒｰﾙ（PDF 形

式）で配信しています。経費削

減のためご変更いただける方

は、下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽまで、ご自身

のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをお知らせ下さい。

ご協力をお願いいたします。 

連絡先： nemu_nc@marimo.or.jp

※ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

上でもご覧いただけます。 

８・９ 月 の イ べ ン ト

【 お申込み・お問合せ 】 電話 0153－25－3047 （春国岱ネイチャーセンター） 


